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日 本 画

秋月

日本美術院（院友）

大場茂之

　この度は 24 作品があり、いずれも一生懸命さや丁寧さも感
じる。私が思うに「あ～でもないこうでもない！」と懸命に
描いた画は観る人に伝わり、沁みる画になるのだと思ってい
ます。
　ある大家の先生が「あなたの画なんだから好きなように描
きなさい！」
　絵は自分の表現・自分のものです。そして画は感じるもの
と思っています。自分の好きなものを描いて下さい。
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日
本
画
の
部

芸術祭賞

峡

大村雄治   外神

　岩の表現がしっかりと描き込んでいて
秋の峡谷の風情が出て好感がもてる。も
う少し遠景の空気感がほしいものです。
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優秀賞

薔薇の花に誘われて
米山春江   富士見ヶ丘

　画にまとまりが有り胡粉なのか？まば
らに吹きつけて画の奥行きが出て面白
い！バラの色にもう少し変化がほしいも
のです。
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日
本
画
の
部

岳南朝日新聞社賞

深閑
吉野照信   若の宮町

　題のとおり奥深さがあり静けさを感じ
る。杉の木をもう少し丁寧に描いてほし
いものです。下の方も少し暗くして自然
に眼が上方に行き天をあおぎたいもので
す。
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立てば…
山﨑よしゑ   ひばりが丘

　余白のマチェールが何層にも塗り込ん
で深みを出している！赤の暖色が引き立
ちよろしいのだが青系の寒色が下方にあ
ると画面が豊かになると思います。

奨励賞

奨励賞

Twilight・Waltz
丹沢奈保美   万野原新田

　画から漂う淋しくもリズムを感じる。絵肌
のグラディーションもうまい。もう少し動き
を感じる色合い色彩を入れると面白くなると
思う。

奨励賞

早春の歓
山本悦子   原

　バックに暖色も寒色もまばらに入り一体感
がある。花瓶の白が明るさを引き出していて
好感がもてる。
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日
本
画
の
部

委嘱作品

委嘱作品

清蓮

蓮池冬

貫名美也子   富士市伝法

杉山則子   淀師

委嘱作品

愛しきものたち
望月君代   大中里

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

7



委嘱作品

渓谷の秋
大村信子   星山

委嘱作品

絡まる
宇佐美住江   舟久保町
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日
本
画
の
部

招待作品

枯紫陽花
望月規枝   矢立町

委嘱作品

レクイエム 2023
杉井つた江   外神
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工 芸

蒼層 蒼風

　コロナ明けと申しますが、まだまだ気分は晴れませんが会場内、それを感じさせない力
作が制作されている様子が伝わってきました。
　工芸は一定の技術水準とオリジナリティ、明快なコンセプトが重要だと思っています。
それだけにより興味深く審査させていただきました。何よりも作者の息づかいを感じられ
る作品、又バラエティーに富んだ意欲ある作品が多くみられ良かったと思いました。
　作品を制作する幸せをかみしめながら、これからも自分ならではの制作を楽しんでくだ
さい。
　富士宮市の長い歴史の中、芸術祭がより充実していく事、心から願っております。

静岡県工芸家協会副会長

佐藤　秀
静岡県工芸家協会常任理事

斉藤頼子
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工
芸
の
部

芸術祭賞

焼〆壺　   陶器

井田髙明   下条

　薪窯による自然釉が見事に掛かり、斜
めに倒して焼成し、釉の流れに変化があ
り、作者の意図した通りに成功している。
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青空の下で
＝なの花畑＝

　型染　　

清　雅江   元城町

　なの花畑と雲の動きがよく表現でき、
優しさと安らぎを与えてくれます。堅実
な技法と色のバランスが好感を持った作
品です。

優秀賞
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工
芸
の
部

竹編み籠バッグ
　竹工芸　

遠田章弘   舞々木町

　シンプルな形で、細部まで丁寧に製作
されており、把手の使い勝手が良さそう
です。来年の作品に期待しています。

岳南朝日新聞社賞
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花器　   陶器

鍛治雅美   万野原新田

　全体に赤土の焼〆で前面には上絵で抽
象的に表現、裏面は灰釉で仕上げ、両面
がそれぞれ、自由に花を生けられて楽し
みです。

奨励賞

和の調べ　   七宝

宇佐美直子   大岩

　庭に咲き誇る菊花、丁寧な細部観察に
基づき、花、弁、葉、茎の形態を丹念に
図案化した誠実な仕事をしている。全体
として彩の美しい作品である。日本画の
世界を思わせる作品でした。

奨励賞
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工
芸
の
部

魚龍一字
薩摩板目   彫

将棋駒

小野里智月   大中里

　定型の駒に彫られた書体が個性的で一
目見て魅了されました。

らんまん　   染色

櫻井和代   村山

　枝垂れ桜が咲き誇っている様子が力強
い画面構成で作者の作品づくりに対する
意気込みが感じられる作品。調和のとれ
たグラディションが美しい作品です。

奨励賞

奨励賞
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委嘱作品

委嘱作品

ひな　   染色

三季来　   染色

影山千鶴子   淀川町

成宮よし江   山本
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工
芸
の
部

委嘱作品

委嘱作品

委嘱作品

花の舞（Ⅱ）　   七宝

山の花　   染色

遷移　   染色

斉藤啓子   万野原新田

市場良子   青木

市場勇太   青木
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委嘱作品

委嘱作品

睦月　   染色

繋がる　   染色

石川さとみ   豊町

田中治余   若の宮町
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工
芸
の
部

委嘱作品

委嘱作品

招待作品

信楽大壺　   陶器

繋がる　   染色

青のふふ   七宝

横関金夫   朝日町

遠藤とも代   豊町

望月富実子   上井出
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書 道

安積艮斎詩

静岡県書道連盟副会長

田代香桃

　昨年に続き審査をさせていただきました。
　本年度も素晴らしい作品が並び、順位をつける辛さがありました。やはり漢
字類が多く、昨年度よりはレベルも上がり仮名部に於いては次点となってしま
いました。
　今、テレビでは 2023 アジア大会が…金銀銅と記録も数字で一目瞭然。選び
抜かれた選手の皆さんであっても「これが現在です。次のパリに向けての反省
点を掲げ頑張ります」と…私達は数字では表現出来ないことをしている訳です
が、楽しみ、自分自身の一歩でもという向上を目指したいと思います。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

2 0



書
道
の
部

芸術祭賞

白居易詩
大城琴扇   北山

　紙面に食い込む墨量の豊かさが先ず目
を引いた。又、起筆での突っ込み強く弾
力の利いた線質が見事に表現され、重厚
な作品となった。
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優秀賞

たけのいろも
渡邉麗水   大岩

　構成、筆力、品位等、すらすらと自然
な流れと共に変化していく様が深さのあ
る充実感に繋がっている。
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書
道
の
部

岳南朝日新聞社賞

李白詩
井出秀岳   上井出

　肩の力を抜いた淡々とした連綿線のな
い作品。一文字一文字の一本の線質が味
わい深く素晴らしい。落着きと空間の処
理もよく魅力ある作品。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

2 3



奨励賞

華察詩
黒岩光泉   宮北町

　骨力ある線質が全体を引き締めている。
　余白の美しさが線の強さと調和し明る
さを増し、味わい深い作品となった。

奨励賞

陳賡詩
松本祥果   神奈川県相模原市

　書き出し調子よくグイグイと落ち着い
て表現している。筆勢も鋭く多様な線質
も見られ沈着冷静、一貫した気持ちの持
続に風格が感じられる。
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書
道
の
部

奨励賞

陸游詩
佐野清風   阿幸地町

　大字…三文字のドッシリと穏やかな筆
の活躍と小文字の柔軟な線の一体化が良
い。
　筆遣いの巧みさと気力が光り作品効果
を上げた。

奨励賞

雨後渓上に出ず
仲亀慧泉   淀平町

　結体の表現、文字の大小、そして流れ
の中に空間をもたせ一枚の作品として三
行書きをまとめた。
　明るく楽しく観る人の足を一瞬止める
…そんな雰囲気のある作品となった。
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委嘱作品

高僧西山大師の詩
後藤里果   大中里

委嘱作品

皮日休詩
加藤祥華   田中町

委嘱作品

緑荷風動露珠傾
玉川清月   小泉
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書
道
の
部

委嘱作品

周弼詩
古谷紫水   富士市天間

委嘱作品

百卉萬菲
佐野麗川   野中

委嘱作品

富嶽
佐野宮峰   豊町
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委嘱作品

林泉
藤田清光   淀師

委嘱作品

李白詩
鈴木飛泉   粟倉
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書
道
の
部

委嘱作品

山家集より

友井志篁   神田川町

委嘱作品

委嘱作品

湖州の城楼に登る一節

李調元詩

石川杏華   小泉

望月飛秀   大宮町
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委嘱作品

黙如雷
塩川清茜   黒田

委嘱作品

うた
齋藤翠雨   星山
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書
道
の
部

招待作品

白居易詩
中野珠光   小泉

委嘱作品

李白詩
佐野鳳春   沼久保
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写 真

未踏峰聳立

一条の道

一般社団法人二科会写真部理事

薩川高宏

　富士宮といえば富士山を思い出します。写真家なら一度は
撮った事が有ると思います。富士山は色々な所で見る分、身
近にありながらも人よりすぐれた作品に仕上げるのは大変だ
と思います。
　今回は一般的な作品の中から上位 7 点を選んでみました。
　それぞれ地区によって被写体の特徴は違いますが、これか
らも富士宮らしい作品づくりを楽しんでいければと思います。
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写
真
の
部

芸術祭賞

伝承

野澤和俊   静岡市駿河区

　なにやら敷物を編んでいる様だ。おじ
いちゃんのやさしそうな表情、手元から
教わる少女も真剣だ。今はなかなか物事
において伝承が難しい時代、写真から二
人のやりとり温かみを感じ取れます。
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優秀賞

幽玄
松井秀実   沼久保

　クモの巣でこんなに繊細なパターンが
お見事。クモもしっかりと写っていてか
なりのテクニックをもっている人ではと
感じ取れます。単純に色の付いた写真は
何度か見たことはありますがここまで変
化したのは素晴らしいです。
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写
真
の
部

岳南朝日新聞社賞

少年時代
小林一久   小泉

　坂を元気で走り回る子、捉えたタイミ
ングも素晴らしい。両足が地から離れる
瞬間が見事です。バックの竿に旗がいい
ポイントになって画面を引きしめていま
す。

富士フイルム賞

春の陽気に誘われて
芦澤直也   淀平町

　春爛漫散り行く桜を四枚組で上手くま
とめました。
　川面にいっぱいの落花をそれぞれの視
点でよく見つめています。過ぎ行く春を
惜しむように人は皆思い思いに楽しんで
いる様子が良く出ています。
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奨励賞

朝焼け
植松宥二郎   万野原新田

　朝早く焼けるかどうか分からない中
じーっと待っていた甲斐がありましたね。
富士山は根気がないといい写真はなかな
か撮れないですね。その甲斐あって見事
な朝焼けを捉えました。

奨励賞

幸
さ

福
ち

を買いに
戸田典子   宮町

　毘沙門天それぞれに幸せを求めてこれ
からの一年間片目を入れて両目が開けば
バンザイだ。皆さん縁起を幸福を買いに
いい年になるといいですねダルマさん。

奨励賞

自然のいとなみ
杉本千鶴子   北山

　ユリの花にきれいなバッタが２匹、足
とヒゲがとても長く存在感があります。
バックをぼかす事によりバッタがより鮮
明になりましたが、前を向いているとよ
り迫力が出たかな？
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写
真
の
部

委嘱作品

耕地に根を張る
大正の母

佐野雅子   外神

委嘱作品

雪山讃歌
佐野文隆   光町
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委嘱作品

ホリデー
鳥羽　明   光町

委嘱作品

悠久の星々
門脇秀一   青木平

委嘱作品

初冬の候
佐野　直   外神
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写
真
の
部

委嘱作品

夜明け
高瀬幹雄   上柚野

委嘱作品

秋光
加藤　曻   安居山

招待作品

ミツバツツジの花壇
村井孝彦   猪之頭
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洋 画

静岡県油彩美術家協会常任委員

片岡敬子

　出品点数は 67 点。
　それぞれの思いや目標に向かい試行錯誤して描かれた作品たちを前に、芸
術祭賞をはじめ賞作品 10 点を選ぶのは、なかなか大変なことでした。
　審査基準は一番にクリエイティブで（創造性が）あること。
　目の前に在るものを写し取ることにとどまらず、作り手の心のフィルター
を通して、あるイメージをもって描かれているか。そこを基準として審査さ
せていただきました。
　今年の出品作品全体の印象として、日常の中から題材や主題（テーマ）を
みつけ、基本に即し、観察することを大切にした作品が多いように感じまし
た。
　洋画部門の画材の幅の広さ、技法、表現方法も豊かで、受賞の有無にかか
わらず魅力的な作品が多く、これからの成長が楽しみでなりません。
　これからも基本を大切にしながら、新しい自分を発見するような気持ちで、
作品作りに励んでいってほしいと思います。

無題
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洋
画
の
部

芸術祭賞

「未知」
佐野秋子   三園平

　女性像が象徴的に描かれた作品ですが、
過去と未来が交錯する現在の一瞬が神秘
的に表現されています。生命の源という
大きな視点でとらえることもでき、また
一個人の過去のあらゆる経験や状況の中
で育まれたものが、これからどんな景色
をみせてくれるのだろうとイメージが広
がります。作品名「未知」に込められた
思いは見る人の中の未だ見ぬ世界に希望
を垣間見せてくれるようでもあり、対話
が尽きない創造性豊かな作品です。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 1



優秀賞

山岳の音楽隊
竹川瑞子   杉田

　正方形のキャンバスに群像が描かれた
作品ですが、やや俯瞰的な視点で人体の
表現がしっかり描かれています。個と全
体の特徴を上手く組み立て画面全体の動
きのある構成です。
　赤と緑の色彩も鮮やかで画面の隅々ま
で作者の意識が行き届いた力強い作品と
なっています。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 2



洋
画
の
部

優秀賞

もろこし
山本紀征   舟久保町

　シンプルな構図で画面全体がすっきり
と描きたいものがストレートに伝わって
きます。軒下の黒の色面、連なる「もろ
こし」の細く繊細な表現、グレイの投影
が適材適所に置かれた秀逸な作品です。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 3



岳南朝日新聞社賞

みんなでお手伝い
岡本治正   東阿幸地

　田植えを手伝うワンシーンが印象的で
す。子どもたちの楽しそうな表情や豊か
なしぐさが丁寧に写し取られた質の高い
写実作品です。水田の映り込みの表現も
上手に描けています。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 4



洋
画
の
部

奨励賞

私の鳥
村松裕見   山宮

　抱えた大きな鶏への愛情と、暮れゆく
空に今日一日を終えた命の逞しさを感じ
ます。
　技巧に走らず、作者のひたむきな描く
姿勢に惹かれるものがあります。

奨励賞

間（はざま）
望月正江   粟倉南町

　作者のモチーフのチョイスがユニーク
です。テーマに未消化な部分を残してい
ますが、これからも試行錯誤しながら独
特な世界を構築していかれることを期待
しています。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 5



奨励賞

母とカレーライス
安田忠司   大岩

　お母さんへの愛情が伝わり、見る人の
心を和ませます。色調はハイトーンでや
わらかな空気につつまれたあたたかな良
い作品だと思います。

奨励賞

私の富士山
田中治余   若の宮町

　富士山をテーマにした作品の中で、自
分の表現を追求していこうという姿勢が
良いです。
　積極的に絵具を盛り上げて絵肌を工夫
しているところも魅力です。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 6



洋
画
の
部

奨励賞

追悼
望月晴希   富士市厚原

　深い黒の背景から浮かび上がる白百合
は外界から守られるように鬼灯の中に鎮
座しているように見える。丁寧な描写が
テーマに込められた思いを綴っているか
のようで印象的な作品です。

奨励賞

追憶
真野まき子   黒田

　鏡の中のビーナスをモチーフに実像と
虚像の対比を使ってテーマを表現しよう
としているところに作者の創意工夫が感
じられます。生身の人間のように描かれ
たビーナスは憂いを帯びて独特の世界観
が面白い作品です。

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 7



委嘱作品

残像
山田公代   淀川町

委嘱作品

移り気
小見山洋子   豊町

委嘱作品

石膏像のある静物
村上雅洋   富士市久沢

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 8



洋
画
の
部

委嘱作品

生生流転
藤ヶ森勉   小泉

委嘱作品

石垣の向こう
Kaiga．39   馬見塚

委嘱作品

東京スカイツリー
小林　孝   星山

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

4 9



委嘱作品

石榴の実るころ
渡辺美智子   中里東町

委嘱作品

牛蒡の花
笹倉記世子   神田川町

委嘱作品

見送り
佐野　弘   小泉

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

5 0



洋
画
の
部

招待作品

群の中にも２
遠藤喜代江   小泉

委嘱作品

委嘱作品

あじさい

いのり

遠藤孔二   上柚野

渡辺和彦   豊町

第 43 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 3

5 1



第 43 回

日本画・工芸・書道
写真・洋画

期　日　令和５年 10 月６日（金）〜 10 月８日（日）
時　間　午前９時 30 分～午後５時（最終日午後３時まで）
場　所　富士宮市民文化会館　小ホール・展示室 1・2・3
主　催　富士宮市・富士宮市教育委員会

日本画の部� 　

№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 清 蓮 貫名美也子 富士市伝法 2 薔 薇 三 沢 文 雄 中央町

2 愛 し き も の た ち 望 月 君 代 大中里 3 つ ば き 長谷川節子 北山

3 蓮 池 冬 杉 山 則 子 淀師 4 中 尊 寺 雪 景 色 岩 﨑 信 子 大鹿窪

4 渓 谷 の 秋 大 村 信 子 星山 5 異 国 の 人 髙 木　 薫 富士市南松野

5 絡 ま る 宇佐美住江 舟久保町 6 福来たる、道後温泉、坊ちゃんカラクリ時計 陳 羽 東町

6 レ ク イ エ ム 2023 杉井つた江 外神 7 庭 か ら の 富 士 村 松 榮 子 北山

【招待作品】 8 思い出のアルバムから 山 崎　 博 神田川町

1 枯 紫 陽 花 望 月 規 枝 矢立町 9 隅 田 川 の 夕 日 岩 崎　 誠 富士市中野

【一般作品】 10 瓢 簞 鈴 木 玉 江 大岩

入　　　賞 11 投 影 篠原はつ子 小泉

芸術祭賞 峡 大 村 雄 治 外神 12 厳 冬 野 村 温 子 羽鮒

優 秀 賞 薔薇の花に誘われて 米 山 春 江 富士見ヶ丘 13 薔 薇 小澤みつゑ 羽鮒

岳南朝日新聞社賞 深 閑 吉 野 照 信 若の宮町 14 葡 萄 笹 原 史 敏 西町

奨 励 賞 立 て ば … 山﨑よしゑ ひばりが丘 15 山 百 合 前 嶋 幸 子 羽鮒

奨 励 賞 Twilight・Waltz 丹沢奈保美 万野原新田 16 黄 山 渡 邊 知 子 羽鮒

奨 励 賞 早 春 の 歓 山 本 悦 子 原 17 だ る ま 船 沢 柳 孝 子 北町

入　　　選 18 バ ラ が 咲 い た 青 柳 愛 子 北山

1 鉄 道 伊 藤 英 彰 大中里



工芸の部� 　　

№ 賞 作　品　名 作 者 名 住所 種類 № 賞 作　品　名 作 者 名 住所 種類

【委嘱作品】 入　　選

1 ひ な 影山千鶴子 淀川町 染色 5 富 士 あ ざ み 遠 藤 愛 子 ひばりが丘 染色

2 三 季 来 成宮よし江 山本 染色 6 夏 色 藤田ちよみ 原 染織

3 花 の 舞（ Ⅱ ） 斉 藤 啓 子 万野原新田 七宝 7 般 若 横 山　 良 富士見ヶ丘 木工面

4 山 の 花 市 場 良 子 青木 染色 8 冬 う ら ら 奥 秋 里 美 万野原新田 七宝

5 遷 移 市 場 勇 太 青木 染色 9 や ま の 恵 み 朝 日 栄 枝 舞々木町 七宝

6 睦 月 石川さとみ 豊町 染色 10 梅 雨 は な び 山 下 照 美 万野原新田 七宝

7 繋 が る 田 中 治 余 若の宮町 染色 11 カラフルリーフ 森 早 登 美 富士市南松野 七宝

8 繋 が る 遠藤とも代 豊町 染色 12 水 瓶 座 村 松 宏 樹 若の宮町 陶器

9 信 楽 大 壺 横 関 金 夫 朝日町 陶器 13 コーヒーを楽しむ
（ポット＆ドリップセット） 阿 武　 誠 富士見ヶ丘 陶器

【招待作品】 14 花 瓶 井 上　 誠 大鹿窪 陶器

1 青 の ふ ふ 望月富実子 上井出 七宝 15 恩 恵 笹倉記世子 神田川町 染色

【一般作品】 16 明り取り「仮面の叫び」 清　 知 行 元城町 陶器

入　　　賞 17 菱湖書　盛上げ　御蔵島虎杢 大 澤 富 月 富士見ヶ丘 将棋駒

芸術祭賞 焼 〆 壺 井 田 髙 明 下条 陶器 18 蜀紅彫埋加飾仕上 宮 川 宗 月 富士市今泉 将棋駒

優秀賞 青空の下で＝なの花畑＝ 清　 雅 江 元城町 型染 19 菱湖書　盛上げ　御蔵黄楊杢 石 川 富 石 西小泉町 将棋駒

岳南朝日新聞社賞 竹編み籠バッグ 遠 田 章 弘 舞々木町 竹工芸 20 関根名人書　島黄楊　柾目　彫 笠 井 幸 月 山宮 将棋駒

奨励賞 花 器 鍛 治 雅 美 万野原新田 陶器 21 源兵衛清安　薩摩黄楊
赤柾　盛上駒　　　　 山 田 友 生 富士市石坂 将棋駒

奨励賞 和 の 調 べ 宇佐美直子 大岩 七宝 22 錦旗薩摩　孔雀杢盛上駒 村 野 玉 桜 馬見塚 将棋駒

奨励賞 ら ん ま ん 櫻 井 和 代 村山 染色 23 菱湖書　彫埋駒　
薩摩黄楊　並木地 勝 又 勝 月 星山 将棋駒

奨励賞 魚龍一字　薩摩板目　彫 小野里智月 大中里 将棋駒 24 愛 の 花 渡 辺 洋 子 原 七宝

入　　　選 25 初 秋 の 夕 渡邉眞理子 中原町 染色

1 恋 心 望 月 真 弓 万野原新田 七宝 26 一 重 の バ ラ　　
カ ク テ ル ロ ー ズ 鈴 木 利 子 山本 七宝

2 も も た ろ う 橋本みゆき 北山 一閑張り 27 秋 日 渡 邉 博 子 野中 染色

3 観 音 面 渡 辺 武 康 大岩 陶器 28 と き め き 伊 藤 住 子 大岩 七宝

4 夜 桜 酒井みゆき 淀川町 型染



書道の部� 　

№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 高僧西山大師の詩 後 藤 里 果 大中里 2 夕 さ れ ば 亀　 美 翆 小泉

2 緑 荷 風 動 露 珠 傾 玉 川 清 月 小泉 3 杜 甫 詩 石 川 翠 玉 村山

3 皮 日 休 詩 加 藤 祥 華 田中町 4 蘇 東 坡 の 詩 望 野 秀 鳳 小泉

4 富 嶽 佐 野 宮 峰 豊町 5 大 弐 三 位 の う た 深 澤 紅 華 富士市伝法

5 周 弼 詩 古 谷 紫 水 富士市天間 6 宋 之 問 詩 永 田 秀 翠 源道寺町

6 百 卉 萬 菲 佐 野 麗 川 野中 7 高 青 邱 詩 佐 野 宮 翠 豊町

7 李 白 詩 鈴 木 飛 泉 粟倉 8 む す び あ ぐ る 角 替 麗 翠 富士市木島

8 林 泉 藤 田 清 光 淀師 9 徐 璲 詩 小 林 啓 祥 阿幸地町

9 李 調 元 詩 望 月 飛 秀 大宮町 10 友人の翁の字に和す 石 川 星 渕 外神

10 湖州の城楼に登る一節 石 川 杏 華 小泉 11 新 晴 野 望 小 泉 翠 月 大久保

11 山 家 集 よ り 友 井 志 篁 神田川町 12 雨 後 渓 上 に 出 ず 惟 村 春 葉 小泉

12 黙 如 雷 塩 川 清 茜 黒田 13 落 花 の 篇 佐 野 清 遙 内野

13 う た 齋 藤 翠 雨 星山 14 連 雲 桟 に 入 る 塩 川 富 月 野中

14 李 白 詩 佐 野 鳳 春 沼久保 15 黄 庚 の 詩 鈴 木 馨 胤 宮原

【招待作品】 16 翠 竹 土 屋 彩 秋 大中里

1 白 居 易 詩 中 野 珠 光 小泉 17 秋 柳 成 田 佳 鐘 淀川町

【一般作品】 18 崔 子 に 贈 る 野 添 紀 翠 北山

入　　　賞 19 新 声 是 処 鶯 平 石 光 嶺 内野

芸術祭賞 白 居 易 詩 大 城 琴 扇 北山 20 柳 花 撩 亂 間 宮 思 光 大宮町

優 秀 賞 た け の い ろ も 渡 邉 麗 水 大岩 21 皋 亭 山 下 に て 丸 山 耀 月 内野

岳南朝日新聞社賞 李 白 詩 井 出 秀 岳 上井出 22 方 朝 の 詩 望 月 緑 川 淀川町

奨 励 賞 華 察 詩 黒 岩 光 泉 宮北町 23 祖 詠 詩 深 井 礼 子 宮原

奨 励 賞 陳 賡 詩 松 本 祥 果 神奈川県相模原市 24 古 詩 藁 科 紅 渕 大岩

奨 励 賞 雨 後 渓 上 に 出 ず 仲 亀 慧 泉 淀平町 25 白 楽 天 詩 赤 堀 秀 峰 西小泉町

奨 励 賞 陸 游 詩 佐 野 清 風 阿幸地町 26 雷 杉 山 紫 陽 東町

入　　　選

1 高 青 邱 詩 植 松 昇 玄 羽鮒



写真の部� 　　

№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 耕地に根を張る大正の母 佐 野 雅 子 外神 4 頑 張 る「 大 老 」 吉 野 敦 巳 元城町

2 雪 山 讃 歌 佐 野 文 隆 光町 5 元 気 に 育 て 横 山　 誠 淀川町

3 初 冬 の 候 佐 野　 直 外神 6 春 爛 漫 佐 野 正 明 小泉

4 ホ リ デ ー 鳥 羽　 明 光町 7 身 近 の 春 田 中 敏 弘 杉田

5 悠 久 の 星 々 門 脇 秀 一 青木平 8 お い し い！ 伊 山 正 孝 弓沢町

6 夜 明 け 高 瀬 幹 雄 上柚野 9 光 に 飛 び 込 む 江 上 京 子 淀師

7 秋 光 加 藤　 曻 安居山 10 北斎へのオマージュ 日 吉 良 子 野中

【招待作品】 11 共 に 石 川 裕 己 西小泉町

1 ミツバツツジの花壇 村 井 孝 彦 猪之頭 12 明 日 も 好 日 鈴 木　 廣 貴船町

【一般作品】 13 春 の 華 や ぎ 杉 浦 正 幸 小泉

入　　　賞 14 街 外 れ 斉藤巨志郎 大岩

芸術祭賞 伝 承 野 澤 和 俊 静岡市駿河区 15 祈 り 金 森 正 己 山宮

優 秀 賞 幽 玄 松 井 秀 実 沼久保 16 流 雲 高 瀬 理 絵 上柚野

岳南朝日新聞社賞 少 年 時 代 小 林 一 久 小泉 17 桜、 波 打 つ 阿 武　 誠 富士見ヶ丘

富士フイルム賞 春の陽気に誘われて 芦 澤 直 也 淀平町 18 ま つ り の 夜 塩 川　 聡 淀平町

奨 励 賞 朝 焼 け 植松宥二郎 万野原新田 19 君の瞳に恋してる　ルリビタキ幼鳥 佐 野 明 美 下条

奨 励 賞 幸
さ

福
ち

を 買 い に 戸 田 典 子 宮町 20 御神火に燃える女
ひと

森　 勝 彦 野中

奨 励 賞 自 然 の い と な み 杉本千鶴子 北山 21 満 面 の 笑 み 戸 田 彩 子 宮町

入　　　選 22 大 人 の 隠 れ 家 高 柳 陽 子 淀師

1 燃 ゆ る 赤 雲 大 宮　 稔 野中東町 23 自 然 公 園 の 花 篠 原 政 住 小泉

2 湖 畔 の 朝 渡 辺 行 庸 万野原新田 24 富 嶽 夕 化 粧 青 木 明 正 元城町

3 サ ン バ ガ ー ル 太 田 光 雄 野中



洋画の部�
№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 残 像 山 田 公 代 淀川町 17 フ ラ イ 歴 50 年 髙 野 正 英 人穴

2 移 り 気 小見山洋子 豊町 18 新 緑 の 白 糸 村 松 紀 一 北山

3 石膏像のある静物 村 上 雅 洋 富士市久沢 19 お 花 見 大橋美佐子 大鹿窪

4 東京スカイツリー 小 林　 孝 星山 20 秋 日 和 宮下みち子 小泉

5 生 生 流 転 藤 ヶ 森 勉 小泉 21 つ な が り 宮 坂 里 子 万野原新田

6 石 垣 の 向 こ う Kaiga．39 馬見塚 22 糧を得る～縄文時代草創期の大鹿窪遺跡を想像する～ 深 澤 科 子 上柚野

7 見 送 り 佐 野　 弘 小泉 23 お 庭 で 散 髪 若 林 和 司 野中

8 石 榴 の 実 る こ ろ 渡辺美智子 中里東町 24 カナダ　ローレンシャン高原 塚 本 典 子 小泉

9 牛 蒡 の 花 笹倉記世子 神田川町 25 ド ナ ウ 川 遠 望 新 畑 恭 子 源道寺町

10 あ じ さ い 遠 藤 孔 二 上柚野 26 清 楚 に 華 や か に 後 藤 美 雪 富士見ヶ丘

11 い の り 渡 辺 和 彦 豊町 27 アルプスの登山者 岡 本 隆 子 源道寺町

【招待作品】 28 森 の 中 で 佐 野 尹 子 大中里

1 群 の 中 に も ２ 遠藤喜代江 小泉 29 ママ見て！！ミルクあげれたよ。 清　 雅 江 元城町

【一般作品】 30 バ ラ を 楽 し む 村 野 広 美 大中里

入　　　賞 31 瀬 戸 の 大 潮 遠 藤 歳 子 源道寺町

芸術祭賞「 未 知 」 佐 野 秋 子 三園平 32 花 陰 に て 中 鉢 満 子 野中

優 秀 賞 山 岳 の 音 楽 隊 竹 川 瑞 子 杉田 33 梅 雨 明 け 阿部百々江 猫沢

優 秀 賞 も ろ こ し 山 本 紀 征 舟久保町 34 ♯みんなの好きなもの 井 熊 華 恋 富士市今泉

岳南朝日新聞社賞 みんなでお手伝い 岡 本 治 正 東阿幸地 35 防 げ 宇佐美万尋 富士市松岡

奨 励 賞 私 の 鳥 村 松 裕 見 山宮 36 湧 玉 池 内 海 翔 太 粟倉南町

奨 励 賞 間（ は ざ ま ） 望 月 正 江 粟倉南町 37 レ モ ネ ー ド 角 谷 愛 浬 泉町

奨 励 賞 母とカレーライス 安 田 忠 司 大岩 38 ス マ イ ル 勝 澤　 蜜 富士市北松野

奨 励 賞 私 の 富 士 山 田 中 治 余 若の宮町 39 理 想 の 街 工藤瑠利子 富士市宮島

奨 励 賞 追 悼 望 月 晴 希 富士市厚原 40 お 茶 会 の 戦 い 齊藤知華 小泉

奨 励 賞 追 憶 真野まき子 黒田 41 イ ン コ 佐々木あいら 舟久保町

入　　　選 42 ア ヒ ル の 休 日 佐 藤 唯 那 富士市中野

1 パステル曼荼羅アート 伊 藤 政 代 粟倉 43 理 想 長 沢 春 奈 下条

2 陽 春 森 下 朝 江 野中 44 お な か パ ン パ ン 林　 美 月 朝日町

3 彼 岸 花 YUKIME 青木 45 お や す み 。 早 房 桃 花 富士市久沢

4 がははは　ゆうりちゃん 佐 野 叔 子 大中里 46 理 想 の 部 屋 前島妃菜乃 富士市今宮

5 ひ と や す み 小 林 基 弘 山宮 47 木 漏 れ 日 松 村 天 音 山宮

6 瞬 景 中 野 京 子 大岩 48 幸 せ 道 田 香 恋 富士市厚原

7 小 山 城 天 野　 寛 星山 49 ち ゅ ー り っ ぷ 畑 村瀬心菜 富士市青島町

8 Wakutama ripples 横 田 節 子 上柚野 50 あこがれレトロ部屋 望 月 彩 矢 星山

9 森 閑 三田村和夫 外神 51 魚 望 月 心 琴 下柚野

10 埴 輪 の あ る 静 物 今 野 京 子 外神 52 ときめきルネサンス 望 月 瑠 那 北山

11 想 牛場ヒナ子 大鹿窪 53 大 正 浪 漫 渡 邉 直 寧 山宮

12 素 晴 ら し き 富 士 伊 藤 由 美 富士市森下 54 春の富士山と桜娘 蜂 須 賀 恵 黒田

13 A l w a y s  h a p p y 島 田 伸 恵 星山 55 未 来 へ s e e d s 青木

14 伸 び や か 竹川寿美枝 北山 56 枇 杷 と 喫 す る 古 瀬 広 大 上井出

15 虹 の ま ち 野村眞知子 中里東町 57 ド ラ ゴ ン 橋 と 桜 大 塩 和 子 北山

16 東 京 ジ ャ ー ミ イ 脇 村 弘 子 錦町
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